
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私

 

 

 

 

◆国立

たち国立

国民一人

たゆまぬ

患者の目

質の高い

立病院機構

独立行

国

立病院機

人ひとり

ぬ意識改

目線に立

い臨床研

構の理念◆

行政法人

国立

機構は 

りの健康

改革を行

立って懇

研究、教

◆ 

人 

立病院

康と我が国
行い、健全

懇切丁寧に

教育研修の

院機

が国の医療

全な経営

に医療を

の推進に

機構 

N

 

O

 

療の向上

営のもと

を提供し

につとめ

National 

  Hospita

Organizatio

  ～since

上のため

とに 

し 

めます 

al  

n 

2004～

に 
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 ●設置

  独立

 

 ●国立

  ①医

  ②医

  ③医

  ④上

 

 ●組織

  病院

  病床

   

 

 

  臨床

  附属

    

◆国立

 

行

 

た

を

日

期

て

 

と

の

て

 

え

デ

師

の

置根拠 

立行政法人

立病院機構

医療を提供

医療に関す

医療に関す

上記に付帯

織の規模（

院数：143

床数：51,7

床研究セン

属看護師等

    

一般病床 

45,875 

立病院機構

私たち国立

行政法人です

そもそも、

たが、病院の

を実現するた

からは『国

期目標管理に

て、中期目標

国立病院機

という３つの

の病床と、約

ています。 

私たちは、

えになりたい

データを活か

師をはじめと

の向上に貢献

人国立病院機

構の行う業務

供すること 

する調査及び

する技術者の

帯する業務を

（平成２６年

3 病院 

750 床（全

ンター：１２

等養成所 看

    リ

結核病

1,68

構の概要◆

立病院機構は

す。 

全国に展開

の自主性・自

ため平成 16

国民向けサー

により高い自

標管理型の

機構は、【医

の業務を行

約 6 万人の

この医療資

いと考えてい

かして、臨床

とする医療従

献しています

機構法に基づ

務 

び研究を行

の研修を行

を行うこと

年４月１日

全国シェア

２病院  臨

看護師課程

リハビリテ

病床 精神

88 4

◆ 

は、全国 1

開する国立

自律性を活

6 年に独立

ービス等の

自主性・自

『非公務員

医療の提供】

っており、

職員からな

資源を活か

います。ま

床研究や治

従事者の養

す。 

づく独立行

うこと 

うこと 

現在） 

3.3％）

臨床研究部

：３９校

ーション学

神病床 

4,017 

43 の病院

病院・療養

かして、医

立行政法人と

の業務の質の

律性を発揮

員型』法人へ

】、【臨床研

急性期治療

なる、我が国

かして、地域

た、多くの

治験に積極的

養成にも力を

行政法人 

部：７１病院

 助産師課

学院：１校

その他

170 

院を一つの組

養所は厚生労

医療サービス

となり、また

の向上を図る

揮しつつ事務

へ移行する

究の推進】、

療から慢性期

国有数の病

域の医療に貢

の治療実績か

的に取り組む

を入れてお

院 

課程：5 校 

計 

51,75

組織として運

労働省が運営

スの向上や効

た、平成 2

ること』を

務・事業を行

こととなり

、【医療従事

期治療まで

病院ネットワ

貢献し、住民

から得られ

むとともに

り、我が国

 

50 

運営する独

営してきま

効率的な運

27 年 4 月

を目的とし、

行う法人と

りました。 

事者の養成

で約 5.5 万床

ワークを有

民の皆様の

る豊富な診

に、医師・看

の医療の水

独立

まし

運営

1

中

とし

成】

床

し

の支

診療

看護

水準
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 ●職員

  全国

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆国立

 国立

ープを

症心身

分野に

ように

基に、

◆国立

■ 

●患

わ
 
災
地

 
●各

「
 
効
い

員数［常勤

国：約 58,

 

全国 約

九州 約

立病院機構

立病院機構

を形成して

身障害、筋

に区分し、

にしていま

、我が国に

立病院機構

医療の提供

患者の目線に
患者が、疾

わかりやすい
また、がん

災害時におけ
地域の医療機

各病院の機能
各病院の特

「情報発信」
そして、同

効果的・効率
います。 

勤］（平成２

,000 名  

医師 

約 6,000 人

約 1,200 人

構の特徴◆

構の特徴は、

ている点にあ

ジストロフ

分野ごとに

ます。このネ

における医療

構が目指す

供について

に立った、国
疾患や医療の

説明と相談
ん・精神・脳
ける医療、へ
機関との連携

能や特性を生
特性に応じ、

が一体とな
じ政策医療

率的に遂行す

６年１月１

九州：約

看

人 約 37

人 約 5,

◆ 

何と言って

あります。実

フィー、神経

に全国的なネ

ネットワー

療の質の向上

すもの◆

て 

国民に満足さ
内容を十分
しやすい環境
卒中・急性心
き地の医療、
強化を図っ

生かした政策
難治性の疾
った医療提供
分野を担当
る観点から、

１日現在）

約 11,000

看護師 

7,000 人

,800 人 

ても 143

実際には、

経難病など

ネットワー

クを活かし

上や標準化

される安心で
に理解し、
境作りを推進
心筋梗塞およ
、周産期医療
ています。

策医療の推
患等に関し、
供体制の充実
する施設群が
、全国的なネ

人 

事務

約 2,50

約 500

の病院が 1

結核、感染

の重要で国

ークを形成し

して集めた豊

化に貢献して

で安全な質の
自分にあった
進しています
よび糖尿病の
療および小児

推進 
、「診療」、「
実を図ってい
が、その果た
ネットワーク

務 

00 人 約

0 人 約

1 つの法人

染症、がん

国民の関心が

して取り組

豊富な症例

ています。

の高い医療
た治療法を選
す。 
の 5 疾病並
児医療の 5 事

「臨床研究」、
います。 
たすべき役割
クを活用して

その他 

約 12,500

約 3,500 人

として医療

、循環器病

が高い疾患

む 

を 

 

の提供  
選択できるよ

びに救急医療
事業を中心

、「教育研修

割を適切かつ
ていくことと

人

人 

療グル

病、重

を 19

よう、 

療、 
に、 

修」、 

つ 
として 
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■ 

●臨

集

的
 
●教

 
高
の
に

●救

積
 
●災

 
ワ
の
 
医
し

■ 

研究と教育

臨床研修や治
国立病院機

集積し、我が
また新薬等

的に取り組ん

教育研修など
国立病院機

高い医療従事
の成果の普及
に対する研修

救急医療・小
地域の住民

積極的に取り

災害等におけ
災害などが

ワークを活用
の対応を行っ

東日本大震
医療班派遣（
した災害等に

緊急医療支

育について

治験の推進
機構 143 病院
が国の医療の
等の開発のた
んでいます 

どを通じた質
機構の特色を
事者の確保・
及や医療の地
修事業の充実

小児救急等の
民と地域医療

組んでいま

ける活動 
が発生した場
用し、いち早

ています。
震災（H23 年
（のべ約 1 万
において職員

支援につい

て 

 
院のネットワ
質の向上に
めに、迅速

質の高い医療
生かした臨
育成に努め
域連携促進
を図ってい

の充実 
に貢献する
す。 

合には、国
く医療班や
 

年 3 月発生）
万人）をはじ

派遣などを

いて 

ワークを活用
資するため
で質の高い治

療人の育成
床研修プロ
ています。
などを目的
ます。 

ため、国立

立病院機構
DMAT を派

）における被
じめとして、

実施しまし

用して診療の
に情報発信を
治験を実施す

グラムやキ
さらに EBM
として、地域

病院機構では

の全国ネッ
派遣するなど

被災地等への
国内外で発
た。 

の科学的根拠
を行っていま
するための体

ャリアパス制
M（科学的根
域の医療従事

は救急医療

ト 
ど 

の 
生 Ｄ

拠となるデー
ます。 
体制整備にも

制度により、
根拠に基づく
事者及び地域

・小児救急等

ＤＭＡＴのチ

ータを 

も積極 

、質の 
く医療）
域住民 

等に 

チーム 
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◆九州

 九

４病

に２

 こ

えた

至る

 

 

州グループ

九州グルー

病院、長崎

２病院あり

これらの病

た役割を担

る医療の提

プ内のＮＨ

ープ２８病

崎県・大分

ります。 

病院が、地

担い、急性

提供を行っ

ＨＯ病院◆

病院は、福

分県・宮崎

地域医療の

性期医療か

っておりま

◆ 

福岡県に

崎県及び鹿

の中核と

から慢性期

ます。 

６病院、

鹿児島県

してそれ

期医療あ

佐賀県・

に各３病

ぞれの専

るいは終

熊本県に

院、沖縄

門性を踏

末期医療

に各

縄県

踏ま

療に

－5－
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◆事務

■ 企

 企

建替

務の

 企

てお

■ 企

 病

外来

療機

ま

など

■ 経

 病

証

発信

 財

■ 管

 職

病

て

多様

連絡

務部門組織

企画課（経

企画課（経

替工事など

の管理など

企業会計制

おります。

企画課（医

病院の収入

来患者の受

機関との連

また、医療

ども重要な

経営企画室

病院経営を

・分析し、

信や企画立

財務状況を

管理課の業

職員の人事

病院は医師

いますが、

様な人材を

また、研修

絡・調整役

織・業務概

経理部門）

経理部門）

どの契約に

どを行いま

制度に基づ

 

医事部門）の

入源である

受付、診療

連携など、

療訴訟に関

な業務の一

室の業務 

を総合的に

病院の運

立案を行い

を分析し、

業務 

事・給与に

師や看護師

、全ての職

を最大限に

修などに関

役としての

概要◆ 

の業務 

では、医

に関する業

ます。 

づいた透明

の業務 

る診療報酬

療費の計算

主に病院

関する対応

一つとなり

にマネジメ

運営方針、

います。 

病院の運

に関するこ

師など様々

職員の給与

に活かすた

関する業務

の役割も担

医薬品や医

業務、各種

明性の高い

酬の管理に

算や請求、

院の収益にか

応や医療関

ます。 

メントする

経営戦略

営を戦略的

ことや労務問

々な職種が

与や福利厚

ための配置計

務や各部門

担います。

療材料の購

財務諸表の

会計処理を

関する業務

診療報酬に

かかる業務

係法令に基

るために経

などの意思

的に推進す

問題等を取

が集まって医

生に関する

計画を策定

間の連携を

購入、業務

の作成、病

を目的とし

務を行いま

に関する分

務を行う部

基づいて行

経営に関す

思決定を行

する牽引役

取り扱いま

医療チーム

る業務を担

定したりも

をスムーズ

務委託、病

病院の債権

して業務を

ます。入退

分析、地域

部門です。

行う各種手

するデータ

行うための

役を果たし

ます。 

ムとして活

担うほか、

もします。

ズに行うた

病院の

権・債

を行っ

退院や

域の医

 

手続き

タを検

の情報

ます。

活動し

その

 

ための

－8－



  

 

 

 

事務部 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

◆事務

   

   

 
企画課 

 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 
管理課 

 

   

 

  

   

   

   

務部門の組

   

   

   

   

   

経営企画室 

   

 

業 

 

 

 

 

務 

 

 

 

 

班 

経 

 

理 

 

部 

 

門 

 

 

 

医 

 

 

事 

 

 

部 

 

 

門 

 

 

 

   

   

   

   

 

庶 

 

 

 

務 

 

 

 

班  

 
職 

 

 

員 

 

 

班 

 

組織詳細と

 

 

 

 

 

経営企画係

業績評価係

 

経理係

財務管理係

契約係

算定・病歴係

入院係

外来係

専 門 職

 

 

 

 

庶務係

給与係

職員係

厚生係

と業務概要

 

 

 

係 ○中期・年

係 
○中期・

○財務書

 

○予算の

○財務書

○会計記

係 
○現金・

○債権、

○工事、

○工事、

こと。

○固定資

係

○診療費

○診療録

○医事統

○入退院

○入院患

○入院に

関する

○入院診

○外来患

○外来患

○外来に

関する

○外来診

○社会保

○診療費

○診療契

○医療訴

 

 

 

 

○院内の

○会議及

○文書の

○防火、

○諸規程

○施設設

○施設管

○情報公

○旅費交

○職員の

○職員の

○職員の

○職員の

○職員の

○職員の

○共済組

○職員の

○職員の

○保育所

要◆ 

年度計画の策定

年度計画の業績

書類等の点検及び

作成及び執行計

書類等の作成、保

録の確認等に関

預金の出納、記

債務の管理に関

物品及び役務等

物品及び役務等

 

産の管理に関す

の算定、審査、

録の保管管理に関

計に関するこ

院の受付及び案内

者の診療報酬明

係る医療関係法

こと。 

療に係る債権、

者の受付及び案

者の診療報酬明

係る医療関係法

こと。 

療に係る債権、

保険診療報酬関係

に関すること。

約及び協定に関

訟に関するこ

連絡調整に関す

び諸行事に関す

接受、発送及び

防犯その他院内

程の制定及び改廃

備の維持管理に

理規定の運用に

公開に関するこ

通費の手続きに

給与支給等の手

任免、懲戒及び

兼業、勤務時間

栄典及び表彰に

研修に関する

倫理に関する

組合等の手続きに

福利厚生及び災

健康管理及び安

所の運営に関する

定、フォローア

績評価の作成に

び分析に関する

計画に関するこ

保管及び公表に

関すること。 

記録及び管理に

関すること。 

等の契約に関す

等の監督及び検

すること。 

、請求に関する

関すること。 

と。 

内に関すること

明細書の作成に

法令等に基づく

、債務の管理に

案内に関するこ

明細書の作成に

法令等に基づく

、債務に関する

係法令に関する

。 

関すること。 

と。 

すること。 

すること。 

び保存に関する

内の警備取締ま

廃に関すること

に関すること。

に関すること。

と。 

に関すること。

手続きに関する

び服務の手続き

間、休日及び休

に関すること。

こと。 

こと。 

に関すること。

災害補償に関す

安全管理に関す

ること。 

アップに関する

に関すること。

ること。 

こと。 

に関すること。

に関すること。

すること。 

検査の確認に関

ること。 

と。 

に関すること。

く手続き及び報

に関すること。

こと。 

に関すること。

く手続き及び報

ること。 

ること。 

ること。 

まりに関するこ

と。 

 

 

 

ること。 

きに関すること

休暇に関するこ

 

 

すること。 

すること。 

こと。

 

 

 

関する

 

報告に

 

 

報告に

こと。

と。 

こと。
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•

基
本
形

•

•

魅

力

可
能
性

◆異動

•基本的に
2～3年の
選考を受け
ることとな
しながら多
ます。

国立病院機
れた業務を
れに収入と
完結した組

従って、職
運営に大き
特に幹部職
も少なくな

•国立病
ハンセ
テージ

動・昇進◆

班

一般職員
の周期で様々
けて係長へ
なり、その
多くの経験

機構の魅力
を行ってい
と支出を考
組織と言え

職員個人個
きく反映さ
職員になる
なく、他の

病院機構内
セン病療養所
ジで活躍する

◆ 

事務部長

・事務長

課長

・室長

班長・専門職

係長

一般係員

（係員）の
々な業務を

へ昇任します
の後は概ね3
験を積み、よ

力は、独立行
いくものが大
考慮しながら
えます。

個人の裁量範
されるため、
ると、自分の
の国の機関に

の異動以外
所等との人
ることがで

職

大き

ついに事務

間は、採用
を経験し、2
す。係長昇
3～4年の間
より上位の

行政法人で
大半ですが
ら業務を行

範囲が広く
自分の仕

の決定や決
にはない大

外に、厚生
人事交流（転
できます。

現場の

実働部隊の

な組織を自

務部門のリー

用された病
28歳前後で

昇任時に病院
間隔で病院

のポストへキ

であることで
が、国立病院
行うため、あ

く、各々の判
仕事を肌で感
決断が病院の
大きな達成感

労働本省、
転勤）も行

様々な業務

の最前線で最

の指揮官に!

分の手で動

ーダーに! 

院で勤務し
で係長へ昇
院間を移動

院もしくは担
キャリアア

です。国の
院機構は各
ある意味で

判断や行動
感じること
の運営に直
感を得るこ

地方厚生
行われており

務を経験し、

最も成長でき

かす達成感

します。そ
昇任するため
動する転勤を
担当業務を

アップしてい

の機関は決
各病院でそれ
では病院単位

動が病院組
とができます
直結するケー
ことができま

生局及び国立
り、幅広い

ノウハウを

きる期間！ 

! 

そこで
めの
をす

を異動
いき

めら
れぞ
位で

織の
す。
ース
ます。

立
いス

蓄積！
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◆研修

 国

とし

部主

 事

につ

 ま

る宿

「他

でき

■事

  

成

学

す

↑

キャリア
形　　成

学

会

発

表

研

究

キャリア形成
基礎力の

キャリア
デザイン

キャリア
デザイン

↑

キャリア
形　　成

キャリア

ゴール

修制度およ

国立病院機

しての資質

主催の研修な

事務職員につ

つけてもら

また、事務職

宿泊研修も行

他の病院や異

き有意義で

務職員人材

事務職員が

長するため

習及び業務

。 

業

務

の

追

求

業

務

経

験

学

会

発

表

研

究

成に必要な
の養成

Ｏ

Ｊ

Ｔ

職

場

内

研

修

よび事務職

構では、職

を高めるた

など、様々

ついては、

うために、

職だけでは

行っていま

異なる職種

した。」と

毎年

職

材育成プログ

が目指すべき

めの支援体制

務実践を通じ

事務

事務

課　

班　

ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト

キャ

室　

専門

係　

係　

職員人材育

職員として各

ために、病院

々な研修に参

国立病院機

経験や業務

はなく、医師

ます。 

種の研修生と

と大変好評で

年行われる『

職種不問の若手

グラムのイ

き姿（キャ

制を構築す

じて、職員の

務部長

務長

長

長

リア開発ガイド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

長

門職

長

員

育成プログ

各種の業務

院個々の内

参加する機

機構の制度

務に応じた

師・看護師

と交流し、

です。 

『阿蘇宿泊研修

手職員研修で

メージ図

リアゴール

することによ

の資質の向

機構

・

・

・

・

・

・

・

グル

・

・

・

・

・

ステップ４
（ブラッシュアッ

コース）

ステップ３
（アドバンス

コース）

ステップ２
（ベーシック

コース）

ステップ１
（プライマリー

コース）

ドライン

経営
分析
・

診療
報酬
・

医療
情報
管理
等

グラム◆

務を行ってい

部研修やグ

会を数多く

・会計規則

各種研修を

・コメディ

様々な意見

修』。

す！

ル）を明確に

より、職員の

上に寄与す

構本部主催研修

事務（部）長研修

労務管理研修

病院経営研修

個人情報保護研修

ＱＣ手法研修

診療報酬研修

評価者研修

ループ担当理事

管理職研修

新任労務管理研修

労務管理研修

新任評価者研修

医療安全管理研修

プ

中堅職員と
基本的な知
技術の習得

業務実践能
向上

標準的な業
関する基礎
の習得

機構病院等
の基本の習

研　　

いくために、

グループ・国

く設けていま

則・医療関連

を実施してい

ィカル等の他

見や考え方に

にし、それに

の積極的な研

することを目

修

修

修

等

事部門主催研修

修

修

等

としての
知識と
得

能力の

業務に
礎知識

等の業務
習得

修

基
礎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

、また、職

国立病院機

ます。 

連の知識等

います。 

他職種も参

に触れるこ

に向けて職

研修参加や

目的として

修

自

己

研

鑽

職業人

機構本

等を身

参加す

とが

職員が

や自己

ていま
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◆処遇

 国
間・

給与等

勤務時間

休 日

休 暇

福利厚生

     

遇・福利厚

国立病院機
・休暇制度

初任給

昇 給

諸手当

勤務時

休 日

休 暇

その他

健康保

    

厚生◆ 

機構では、国
度等を就業

給 基準

（例

給 年１

当 住居

業績

時間 8

※

日 土曜

暇 年次

特別

病気

他 育児

（別

保険や年金

    

国家公務員
規則として

準額に学歴や

例）４年制大

回

居手当、通勤

績手当（ボー

：30～17

※ほかに当直

（当直手当

曜、日曜、祝

次休暇：20

別休暇：夏期

忌引

気休暇：最大

児や介護のた

別紙をご覧下

金など国家公

    

員の制度に
て定めてい

や経歴を積

大卒（新卒

勤手当、扶

ーナス）、

7：15

直勤務があ

当あり。）

祝日及び年

（

0日（翌年繰

期休暇、結

引休暇など

大90日まで

ための制度

下さい。）

公務員共済

     

に準拠した
います。 

積み上げて決

卒）約170,

扶養手当、超

地域手当な

あります。

年末年始

（12月29日

繰越し20日

結婚休暇、産

ど

で。

度などがあり

済組合に加入

    

給与、諸手

決定します

,000円

超過勤務手

など

全18項

日～1月3日

日まで可能

産前・産後

ります。

入します。

 （Ｈ26.4

手当及び勤

す。

手当、

項目

日）

能。）

後休暇、

4 月現在） 

勤務時

－12－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国

育て

国立病院機

ての両立に

構では、次

取り組むた

次世代育成

ために一般

成支援対策

般事業主行

推進法に基

行動計画を

基づき、職

策定してい

職員の仕事

います。 

と子
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◆事務

◆採用

応

採

後

務職員に求

・チーム

・状況適

・ヴァイ

・プレッ

用情報◆ 

応募方法

採用試験

後日、ご

求められる

ムワーク

適応力 

イタリテ

ッシャー

法や試験

験の詳細

ご案内さ

るもの◆

ク力（コ

ティ 

ーへの耐

日などの

につきま

せていた

コミュニケ

耐力 

の 

ましては

ただきま

ケーショ

は、 

ます。 

ョン力） 

－14－



Ａ：

Ａ：

Ａ：

Ａ：

Ａ：

Ａ：

Ａ：

Ａ：

Ａ：

　病院で働くにあたり医療の知識は必要ですが、採用にあたって医療の知識があることを要件とはしていません。採用さ
れてから研修や業務を通じて必要な診療報酬制度をはじめとする医療制度に関する知識を学んでいきます。

　採用時は、沖縄を除く九州内のいずれかの病院に配属されます。採用病院の決定に当たっては、本人の希望も最大限
考慮しますが、各病院の欠員状況などもありますので、必ずしも希望の病院に採用されるとは限りません。

　業務の効率化を図り、残業を縮減するように取り組んではいますが、毎日、勤務時間終了後すぐに帰宅できるという訳で
はありません。部署ごとに繁忙期や閑散期があり、繁忙期には超過勤務命令をされることがあります。しかし、閑散期には
スケジュールを調整して休暇を取るなどし、メリハリを持って仕事にあたれるようにしています。
　また、勤務病院にもよりますが、月に２～３回程度宿直があります。

男女によって仕事内容に違いはありませんので、女性職員も男性職員と同じように働いています。出産や育児などについ
ての休暇・休業制度が保障されていますので、育児休業などを取得して、その後復帰する職員もいます。

● 皆様からよくお尋ねがある質問に、人事担当者がお答えいたします。

　独立行政法人とは、国が行っている事務・事業のうち、公共上の見地から確実に実施されることが必要なもので、民間に

委ねた場合には必ずしも実施されないおそれのあるものについて、効果的かつ効率的に事業を行わせることを目的として

設立される法人です。

　なお、国立病院機構は、平成１６年４月に旧国立病院・国立療養所が独立行政法人として発足したものです。

　そもそも国の機関の独立行政法人化は、行政機関の効率化の一環として実施されたものです。政策立案機能と実施機
能を分離することにより、政策立案部門の企画能力を高める一方で、実施部門の組織とその運営方法を、事業の内容・性
質に応じた適切なものに転換することで効率性の向上・サービスの質の向上を図ることができるというわけです。
　旧国立病院・国立療養所は国民に医療を提供するという「実施部門」であり、まさに効率の向上・サービスの質の向上を
目指して「国立病院機構」という独立の法人格を有した「独立行政法人」として再出発したものです。

　国の機関である頃は、組織面では法律で決められた固定的な組織と人員の範囲内で、また財務面では詳細な支出項目
と額が決められた予算の範囲内で、の運営が義務づけられており、病院独自の特徴が発揮しづらい環境でした。しかし、
『独立行政法人』に移行したことによりそれらの規制が外れたため、組織体制や財務運営の自主性・裁量範囲が格段に拡
大し、より各病院の実情に応じた適切な運営を行うことが可能になりました。

　独立行政法人通則法の一部改正に伴い、より柔軟かつ弾力的な業務運営に資するために『非公務員化』されることとな
りました。
　具体的には、今まで適用されていた国家公務法等の適用を受けなくなります。これらについては、今後、国家公務員に
準拠した就業規則を定める予定です。
　なお、給与や勤務時間等については、平成１６年４月の移行時から国家公務員に準拠した独自の就業規則を定めてい
ます。

　おおむね３年～５年ごとに転勤もしくは同じ病院内での担当部署の異動があります。勤務地の変更を伴う異動としては、
九州グループ内２８病院及び九州厚生局・国立ハンセン病療養所などがあります。また、国立病院機構本部や厚生労働
省などで勤務する機会もあります。

Ｑ：独立行政法人とは何ですか？

Ｑ：なぜ独立行政法人となったのですか？

Ｑ：独立行政法人となって何が変わりましたか？

Ｑ：転勤はありますか？

Ｑ：医療に関する知識は必要ですか？

Ｑ：採用時は希望した病院に配属されますか？

Ｑ：残業はありますか？

Ｑ：女性が働きやすい環境は整っていますか？

Ｑ：平成２７年４月１日から『非公務員型』になることで何が変わりますか？

－15－



○初めて配属された部署は？ ○あなたの通勤時間は？ ○あなたの住居は？

○お昼ご飯はどこで食べていますか？ ○アフター５の過ごし方は？ ○あなたが仕事をする上でのやりがいは？

○初めての勤務地は希望通り ○『希望した勤務地では無かった』方へ、
　 でしたか？ 　 実際に赴任しての感想は？

○初めての配属部署は希望通り ○『希望した配属部署では無かった』方へ、
 　でしたか？  　実際に勤務しての感想は？

○若手職員からみた『国立病院機構』のいちおしポイント ○就職先としての国立病院機構の点数は？

・他職種の人と交流が持て、他の省庁にはない様々なつながりができます！
・患者様の『ありがとう』や笑顔に癒され、働く意欲になります！
・医療現場の最前線で働けるため、自分の仕事の成果がすぐに目に見える形で現れます！

○先輩からの一言
・かわいい後輩を待ってます。一緒に頑張りましょう！
・『やる気』と『元気』のある後輩を待っています！
・自分次第で将来が切り拓ける職場です。一緒に働きましょう！

         〒810-0065　福岡県福岡市中央区地行浜１－８－１　　　　　℡：092-852-1726

国立病院機構で働く独法化以降に採用された若手職員の『ホンネ』です。
採用後の生活を考える上での参考に、ご一読いただければ幸いです。

　　URL：http://www.hosp.go.jp/~kyushu/　 mail:kyushu-info@hosp.go.jp

　独立行政法人国立病院機構九州グループ　人事担当 人事係

○仕事で役立った学生時代の経験は？

○初ボーナスの使い道は？

お問い合わせ先

３０分未満 ３０分以上１時間未満

１時間以上１時間半未満 １時間半以上
アパート・マンション 自宅 宿舎

自分の机 休憩室 家

近くの食堂 病院内の食堂 その他

趣味の時間 テレビを見る ひたすら寝る

友人・知人と会う お酒を飲む その他

仕事の達成感 人的交流が増えた

患者様の笑顔 その他

アルバイト 学校の授業 サークル

自分の趣味 その他

希望通り まあまあ希望通り

希望した勤務地ではなかった

良い まあまあ良い 普通

あまり良くない 悪い

希望通り まあまあ希望通り 希望した配属部署ではなかった
良い まあまあ良い 普通

あまり良くない 悪い

親孝行 貯金 生活費

趣味 自分へプレゼント 恋人へプレゼント
その他

１００点 ８０点～９９点 ６０点～７９点

４０点～５９点 ２０点～３９点 ０点～１９点

業務班会計関係 業務班医事関係

庶務関係 経営企画関係

４６％

２９％ ７９％

２２％ １６％

６２％２１％

１７％

３９％

２９％

１５％
３５％

２４％
１５％

１２％

１０％

４４％

３１％

２０％

４３％

２１％

１１％

９％
２７％

３９％

３４％
１３％

３９％

２６％

１９％

１７％

１０％

１１％

２３％

２９％

４８％

２６％２６％

２０％

８％

４０％

３２％

１２％

２５％

５７％

－16－


	病院�
	26'二次試験配布用資料
	パンフレット
	
	26'二次試験配布用資料
	病院紹介


	
	26'二次試験配布用資料
	★26'パンフレット用チラシ
	★26'パンフレット用チラシ1
	★26'パンフレット用チラシ



	
	（H26.7.15以降掲載用）改'官庁訪問のお知らせ(一般職大卒） - コピー
	26'二次試験配布用資料
	★26'一般職（大卒）採用面接のお知らせ







